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80 根白石 1 交通 国道457号線
宝積寺バス停付近～
元馬橋付近

車２台がやっとすれ違うことができ
るほどの狭い道である。路線バスが
運行されている道でもあり、朝や夕
方には多くの車が通行している。ま
た、元馬橋があった箇所の横断歩道
は、カーブの先にあり見通しが悪
く、児童だけの歩行は大変危険。新
しい住宅が多く建設されており、今
後交通量が多くなることが見込まれ
る。

・児童への安全指導（学）
・防犯ボランティアの見守りの継続の
依頼（学）
・道路拡幅事業の実現性についての検
討（道）

○ ○ ○ 未

道路拡幅事業の一環
として、R7年度より
測量・予備設計に着
手予定

81 黒松 1 交通
黒松48号線（泉
5530）

黒松小学校近くの道
路

路側帯の白線がほぼ消えている。
（ブルーゾーンは見える）
道幅が狭く、車両がすれ違うのに歩
行者通路部分まで通る。

・児童への安全指導（学）
・PTAの見守りの強化（学）
・外側線の引き直し（道）

○ ○ ○ ○ ○

82 黒松 2 交通 黒松33号（泉5515）
黒松公団団地近くの
道路

路側帯の白線がほぼ消えている。
・児童への安全指導（学）
・PTAの見守りの強化（学）
・外側線の引き直し（道）

○ ○ ○ ○ ○

83 黒松 3 交通 黒松4号線（泉5486）
黒松小学校校門前の
道路

路側帯の白線がほぼ消えている。
・児童への安全指導（学）
・PTAの見守りの強化（学）
・外側線の引き直し（道）

○ ○ ○ ○ ○

84 将監 1 交通
七北田野山線(泉
3212)

将監３丁目集会所か
らエトワール泉中央
へと続く道路

道幅が狭い上に、工事などを行って
いることもありさらに歩きづらく
なっている。

・児童への安全指導（学）（児）
・PTAによる登下校時の見守り活動の継
続（学）
・交通安全教室の実施（学）
・歩道未設置区間の路側帯のカラー化
実施（道）

○ ○ ○ ○ 未 ○ R7年度完了予定

85 将監 2 交通

将監幹線3号線（泉
3008）
将監幹線6号線（泉
3011）

将監小北東交差点
信号機のない交差点で、一時停止は
あるが交通量が多く危険である。

・児童への安全指導（学）（児）
・PTAによる登下校時の見守り活動の継
続（学）
・交通安全教室の実施（学）
・路面標示（「止まれ」）の引き直し
（道）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

86 将監 3 交通

将監幹線3号線（泉
3008）
将監幹線7号線（泉
3012）

山田ふとん店付近交
差点

信号機のない交差点で、一時停止は
あるが交通量が多く危険である。

・児童への安全指導（学）
・PTAによる登下校時の見守り活動の継
続（学）
・交通安全教室の実施（学）
・停止線摩耗箇所の引き直し（警・
交）

○ ○ ○ 未
・今年度工事対応
（警）

87 将監 4 交通

将監幹線2号線（泉
3007）
将監幹線7号線（泉
3012）

将監市民センター前
横断歩道があるが、交通量が多く、
渡る際に十分注意しなければならな
い。

・児童への安全指導（学）（児）
・PTAによる登下校時の見守り活動の継
続（学）
・交通安全教室の実施（学）

○ ○ ○ ○ ○
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88 高森 1 交通

高森幹線1号線(泉
2008)
高森幹線5号線(泉
2012)

高森１丁目・２丁
目・３丁目・４丁目
の境目の道路
桂・高森SSレディー
スクリニック前交差
点

児童の登校時間の車の通行量が多
い。住宅地のため30キロ規制にもか
かわらず、スピードを出す車が多く
危険である。朝にボランティアさん
の交通指導のおかげで安全な通行が
できている。信号の設置を強く望
む。

・児童への安全指導（学）
・パトロールの強化（警・交）

○ ○ ○ ○ ○

89 泉ケ丘 1 交通
泉ケ丘51号線（泉
2151）

泉ケ丘５丁目　坂道
道路

ガードレールが低く、脇がすぐ崖に
なってている。

・児童への安全指導（学） ○ ○ ○

・ガードレールの更
新際に高さのある防
護柵に変更する
（道）

90 泉ケ丘 2 交通
泉ケ丘幹線2号線(泉
2003)

泉ケ丘５丁目道路

7：30～8：30許可車以外通行禁止と
なっているが、許可車以外も通る。
歩道のない側から登校する児童もお
り、車が通ると危険。また、下校時
泉ケ丘２丁目に住んでいる児童が歩
道のない道路を歩くため、車が通る
ときに危険である。歩道の塗装の剥
がれも見られる。

・児童への安全指導（学）
・歩道設置の実現性について検討
（道）

○ ○ ○ 未

通常の歩道は設置不
可能であるため、ど
こまで簡易な歩道と
するか検討必要。

91 泉ケ丘 3 交通
泉ケ丘幹線2号線(泉
2003)

泉ケ丘５丁目
市民広場側歩道

児童の多くが通るが、道路の部分の
破損が見られる。

・児童への安全指導（学）
・学校巡視ボランティアへ周知、見守
りの依頼（学）

○ ○ ○

92 泉ケ丘 4 交通
泉ケ丘幹線5号線（泉
2006）
一般県道263号線

泉ケ丘幹線5号線と県
道263号線の交差点

県道側の信号が長く泉ケ丘幹線５号
線の信号が短いため，車がスピード
を出している。さらには、泉ケ丘幹
線５号線に入る入り口が狭いため児
童の歩行に非常に危険である。（以
前は、押しボタンだったようである
が，今は違うようである）

・児童への安全指導（学）
・通学路の再検討（学）

○ ○ ○

93 泉ケ丘 5 交通
泉ケ丘幹線5号線（泉
2006）

泉ケ丘幹線5号線道路
カーブが多く死角ができる。道路が
狭いため、歩行時危険が伴う。電柱
等があり、車の死角となりやすい。

・児童への安全指導（学）
・通学路の再検討（学）

○ ○ ○

94 泉ケ丘 6 防犯

泉ケ丘幹線1号線（泉
2002）
泉ケ丘幹線2号線（泉
2003）

交差点付近
これまで不審者情報が何件がでてい
る。

・児童への安全指導（学）
・学校巡視ボランティアによる見守り
活動を依頼（学）
・防犯パトロールの実施（区生）
・パトロールの強化（警・生）
・不審者出没時の情報発信（警・生）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・青パトによる防犯
パトロールを実施し
た。

95 泉ケ丘 7 交通
泉ケ丘22号線(泉
2122)

公園の大きな木が歩道を覆ってい
て、雪が降ると枝が折れる危険があ
る。また、近くには、変則四又路が
あり、道路が狭い

・児童への安全指導（学）
・枝の剪定（道）

○ ○ ○ 未 R7年度完了予定
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96 泉ケ丘 8 交通 大沢明通線(泉2038) 学校付近
樹木が生い茂り、葉が歩道にかかっ
ている。

・学校施設課へ樹木の伐採・剪定を依
頼（学）

○ ○ ○

97 泉ケ丘 9 交通 大沢明通線(泉2038) 公園前歩道

公園前の歩道が凸凹になっている。
途中に木が生えており、歩道にか
かっている。雪が降ると枝が折れる
危険がある。

・歩道の根上除去（道）
・公園の樹木の枝の剪定依頼（道）※
公園課へ

○ 未 R7年度完了予定

98 泉ケ丘 10 交通
泉ケ丘幹線1号線（泉
2002）

旧やまざわ前交差点 横断歩道の線が薄くなっている。
・児童への安全指導（学）
・横断歩道の塗直し（警・交）

○ ○ ○ ○ ○

99 市名坂 1 交通 町石止線（泉3124）
市名坂小学校西側道
路

歩道が狭く、時には車が歩道の方に
はみ出して走行する。また、幹線道
路の抜け道にもなっている。

・児童への安全指導（学）
・（町石止線東側）路側帯のカラー化
（道）

○ ○ ○ ○ ○

100 市名坂 2 交通

七北田幹線1号線（泉
3108）
泉塩釜線（主要地方
道35）

市名坂交差点
泉ケ岳通りから七十七銀行側に曲
がってくる車と横断歩道を渡る児童
とが接触する可能性がある。

・児童への安全指導（学）
・交通安全教室の実施（学）

○ ○ ○

101 市名坂 3 交通
国道4号線
泉塩釜線（主要地方
道35）

国道4号線・仙台泉線
の交差点

４号線バイパスは交通量が多い。大
型車もスピードを出して運転してい
る。朝は自転車も多く走行してい
る。児童が横断中にもかかわらず、
左折してくる車も見られる。

・児童への安全指導（学）
・交通安全教室の実施（学）

○ ○ ○

・令和４年度に対策
（カラー舗装、ドッ
トライン等の路面標
示）実施済み（国
道）

102 泉松陵 1 交通
宮沢根白石線（泉2）
松陵幹線2号線（泉
6008）

松陵３丁目、松陵４
丁目境界付近の交差
点

大きい交差点であるが信号機がな
い。
交通量が増えている。

・児童への安全指導（学） ○ ○ ○

103 泉松陵 2 交通 宮沢根白石線（泉2）
松陵４丁目歩道橋付
近

スピードを出している車が見られ
る。
交通量が増えている。

・児童への安全指導（学） ○ ○ ○

104 泉松陵 3 交通
松陵幹線4号線（泉
6010）

店舗駐車場入口付近 店舗に出入りする車が多い。
・児童への安全指導（学）
・北側横断歩道付近の交通取締（警・
交）

○ ○ ○ ○ ○


